
はじめに

　老健施設「アルマ・マータ」は入所定員100名
（ショートステイ含む）と通所リハビリ定員35名の
規模で、1997年８月に事業を開始した。
　当施設では『あなたらしい当たり前の生活を笑
顔と真心で支えます』との理念を掲げている。その
信条を現実にする取り組みの１つとして、利用者の
生活ニーズに合わせた自助具・補助具を3Dプリン
ターで製作し提供した。“いま、できていることをよ
り簡単に”、“やりたかったことが普通にできるよう
に”などを目標として取り組んだ事例を紹介する。
　2022年11月に県内の中部学院大学で研究活動
として開催された“介護現場職員向け福祉用具等
作成プログラム”に参加したことがきっかけである。
3Dプリンターという装置の存在は知っていたもの
の、触れたことはなかったのだが、ここで実践的な
3Dプリンターの活用方法を学ぶことができた。この
経験から3Dプリンターは利用者の生活の質の向上
に寄与できると施設に提案したところ、理解を得て
５万円程度の機器の導入がかなった。

事 例 1

　最初の取り組みは“ツノつきボタン”の製作で
あった。ボタンにガイドとなる小さな突起を３Dプ
リンターでつくり、片手でも差し込みやすくした。す
べてのボタンを“ツノつきボタン”に取り替えたシャ
ツを、通所リハビリのご利用者に練習用として活用

していただき、その成果を通所の職員から聞いた。
「ボタン留めが楽になった以外に、通所の麻雀仲間
に、“いつから牌を積めるようになったんだ？”と言
われ、指先が器用になっていることに気づいたと言
うんだよね。練習を勧めていた私も、ついうれしく
なっちゃってさぁ」と言うのである。当初の目的以
上に副次的な効果も現れると確認できた事例であ
る。

事 例 2

　通所リハビリの女性利用者は、左側に麻痺があ
り、独居生活をしている。「飲み物は水分補給のた
めだけでなく、日々の楽しみ。自由に飲みたい」と、
好みのペットボトル飲料を都度購入している。既製
品のキャップ開封器具が使いにくく苦労していたた
め、手軽に片手だけで開封できる器具を３Dプリン
ターで製作し提供した（図表1）。
　ボトルを下向きにして器具にはめ込み横向きに
してねじる。開封が楽になり、「私ね、これでTちゃ
ん（右側麻痺の女性）のフタも開けてあげているの
よ」と、“している”から“してあげられる”という社会
性をもった自己効力感・自己有用感の表出がみられ
た。我々にとってもうれしく、また、自助具がもたら
す行動変容の可能性を感じた。
　応用版としてさらにキャップが硬めであるアル
ミ製ボトル飲料を開封する器具も製作した（図表
2）。器具にゴムベルトを通し、器具ごと机の側面
に押し付けキャップを回す。毎日使用しているため
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か、先日すり減ったゴムバンドの交換の依頼を受
けた。不自由な動作が「あたりまえにできること」と
して変化した。

事 例 3

　施設内の業務に関する器具も製作している。素材の
強度を超えない負荷・用途であれば、製造終了のため
入手困難となった補修部品を3Dプリンターで再現し、
使い続けることが可能となった。加えて、現場の要望
に応えるべく、「ありえなかったもの」もつくり出すこと
もできるかもしれないと考えた。
　例えば、テーブルのフチに装着する杖ホルダーであ
る。直接接着してしまうとテーブル同士をつなげるの
にじゃまになるため、取り外しできるアダプターを製
作した。このほか、薬の個別包装袋から錠剤を押し出す
「おくすりポン」、小袋を安定させはさみを入れやすく
するための「小袋チョッキン」「箸グリップ」など、使い
勝手を確認しつつ試作を続けた（図表3）。
　また、用具のどこかにハート形の意匠を取り入れる
など、愛着をもってもらえるような工夫もしている。

考察・まとめ

　私たちが普段、何気なく行っている日常行動は、あ
る人にとっては「大変な時間と体力を要する作業」と
なっていることがある。作業は不便な手順が習慣化さ
れ、あきらめることも多い。その利用者の生活の様子
を観察し、気づき、問いかけることで得る答えのなかに
こそ、「日常のしかたなさを軽減・解消させる方法があ
る」と考える。
　試作品がそのまま完成品となることは、まずありえ
ない。使い心地や、その人なりの要望を聞かせていた
だきながら改良を重ねていく。その間の観察と評価・
分析が、より良い生活支援につながると感じている。

受賞その後

　受賞は励みとなった。現在は3Dスキャナーも購入し、利用者

の手の原型を読み込むことなどができるようになった。柔軟性

のある樹脂素材を利用し、利用者にとって使いやすい形状にな

るよう考慮している。得た知見を利用者の生活の質の向上に資

するべく工夫を続けている。　　
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